
　ジャムナ鉄道橋建設事業　
東工区パッケージＷＤ１

（バングラデシュ）

大林組・東亜建設工業・　　
ＪＦＥエンジニアリングＪＶ

イ
ン
フ
ラ
導
入
と
同
時
に
技
術
伝
承

物流制約解消へ　三線軌条の鉄道専用橋を新設

概要

　
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

の
中
央
部
を
南
北
に
流
れ
る
ジ

ム
ナ
川
に
架
か
る
鉄
道
・
道
路
併
用
の
ジ

ム
ナ
多
目
的
橋

は

鉄
道
部
が
単
線
で
速
度
制
限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
物
流
の
ボ
ト
ル
ネ

ク
と
な

て
お
り

輸
送
が

滞

て
い
た

そ
こ
で
既
存
橋
の
上
流
３
０
０

地
点
に
複
線
か
つ
広
軌
・
狭
軌
の
三
線
軌
条
の
鉄
道
専
用
橋
を
新

設
し
た

鉄
道
輸
送
需
要
へ
の
対
応
や
安
全
性
の
改
善

バ
ン
グ
ラ
デ
シ

国
内
・
近
隣
諸
国
と
の
輸
送
ネ

ト
ワ


ク
の
効
率
化
を
図

た


▷実施者大林組・東亜建設工業・
　ＪＦＥエンジニアリングＪＶ

▷実施国バングラデシュ人民共和国
▷実施都市・地区タンガイル県
▷プロジェクト関係者バングラデシ
ュ人民共和国鉄道省バングラデシュ
国鉄（発注者）、オリエンタルコン
サルタンツグローバル・長大・ＤＤ
Ｃ共同企業体（設計者）
▷実施期間年８月年８月 　上部工（鋼トラス）の工区境到達時。

　ジャムナ川中央部、上流から下流側を望む

橋梁部の完成状況

陸上軌道工の完成状況（駅部からダッカ側を望む） 既存駅舎の改修工完成（左上がダッカ方向）

　
プ
ロ
ジ

ク
ト
は

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
︵
国
際

協
力
機
構
︶
の
有
償
資
金
援
助
に
よ
り


東
西
２
工
区
に
分
割
発
注
さ
れ

東
側
工

区
６
・
８

の
施
工
を
大
林
組
・
東
亜
建

設
工
業
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
Ｊ

Ｖ
が
担
当
し
た

近
年

日
本
国
内
で
も

施
工
実
績
が
な
い
技
術
が
設
計
に
採
用
さ

れ
た
が

日
本
の
技
術
者
を
多
数
配
置
す

る
こ
と
で

現
地
ス
タ

フ
・
現
地
業
者

へ
の
指
導
・
管
理
を
徹
底

高
品
質
な
イ

ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
技
術
伝
承
を

併
せ
て
行

た


　
着
工
当
初
は
コ
ロ
ナ
禍
で
日
本
人
職
員

不
在
の
ま
ま
現
場
を
立
ち
上
げ

海
外
か

ら
の
材
料
調
達
は
困
難
を
極
め
た

さ
ら

に
工
事
中
盤
に
発
注
者
か
ら
の
大
規
模
な

設
計
変
更
要
請

工
事
終
盤
に
は
政
権
交

代
に
至

た
暴
動
に
よ
る
国
全
体
の
混
乱

な
ど
多
く
の
苦
境
に
直
面
し
た
が

現
場

ス
タ

フ
は
全
員
で
共
通
の
目
標
に
向
か


て
課
題
を
乗
り
越
え

重
大
災
害
を
起

こ
す
こ
と
な
く
約
定
工
期
を
順
守
し
た

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